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数学的に考える力の育成 

－６年「データの整理と活用」の指導を通して－ 

１ 単元の目標 

代表値の意味と求め方や、度数分布表やヒストグラムなどの表やグラフの特徴と使い方を理解し、

目的に応じてデータを収集・整理・活用することができるようにする。 

２ 単元を通して目指す児童像 

導入時に、「人気のあるお店を友達に紹介する」というように、目的意識をもたせる場面提示にす

る。その後、お店の評価である星の数の平均を比較・検討させることをきっかけに、その情報だけで

は人気のあるお店とは言えないことに気付かせ、「データの整理・活用の仕方を知りたい」と、本単元

を通して解決したいことを見付けることができるようにする。第２時以降には、データの整理・活用

の仕方で学んだことや「どんな考え方が使えそうか」「どんな方法が有効か」と自分で考えたことをカ

ード（手立て２参照）に記録させる。また、新たな問題に出合った時には、記録してきたカードに着

目させて、「どのカードが使えそうか」「なぜこのカードを使ったか」「新たなカードを作る必要がある

か」を考えさせていく。そして、作成したカードについて友達と話し合わせることで、単元の終末で

は、目的に応じて、データの整理の仕方を組み合わせて活用し（統合）、「平均だけでなく、見方を変

えて様々なデータを整理・活用することで人気のあるお店を見付けたい」と、本単元で学習したこと

を日常生活に活用することができるようにしたい。 

３ 手立て 

手立て① 日常の場面と算数をつなげる工夫 

第１時で、「人気のあるお店を選ぶ」という日常を意識した場面を提示する。その後、その場面の課

題について、既習の知識だけで解決しようとすると不都合が生じる経験をさせることで、本単元を通

して解決したいことを見付けることができるようにする。 

手立て② 「自分の考えや使った知識を記録したカード」を活用した振り返りの場面の工夫 

樋口(2024)は、児童自ら、自分の考えを統合・発展させるには、カード実践が有効であると述べて

いる。そこで、本グループでは、樋口(2024)のカード実践を参考に、手立て②を打つこととした。 

具体的には、第２時以降において、算数の問題を解決するために使った考え方や知識を「カード」

に書いて溜めておき、それを基に振り返りをする。「今日のカードで役に立ったものは何ですか？」

「単元を通して使えそうなカードはどれですか？その理由は何ですか？」などと問い掛け、授業の最

後に振り返らせることで、解決した結果を統合・発展することができるようにする。また、単元で何

度も使うことができるカードを「レアカード」として、レアカードを見付けさせたり、似ている考え

方のカードを合体させたりする。そのような活動を繰り返し行うことで、単元末には、統合したカー

ドから「〇〇の場面でも使えそう」「〇〇についても考えたい」と日常生活や社会の事象に活用するこ

とができるようにする。 

４ 検証方法 

手立て①・②を講じたことで、単元内で解決してきた結果を統合し、日常生活や社会の事象に活用

することができたか、単元最終時の児童の様子（ノートの記述など）で検証する。 

 



５ 単元計画 

 

 


